
事業所名
放課後等デイサービス・児童発達支援　支援プログラム 作成日 2026年 2月26日

びぃちゃむTRY
びぃちゃむTRY High

法人理念

支援方針

営業時間

運動・感覚

多様な人の笑顔のために、共に考え、共に生きる。

子どもたち一人ひとりの目標を達成するために、5領域「健康・生活」「運動・感覚」「認知・行動」「言語・コミュニケーション」「人間関係・社会
性」に取り組みます。将来の自立に向けた生活スキルやコミュニケーションの習得を目指し、就労を想定した活動や、進路相談を行います。

月曜日～土曜日 ： 8：30～18：00 有

食事、排泄、更衣や宿泊体験等、お子さんが身につけたい生活スキルに応じて、個別で練習を行ないます。

主な行事等

送迎の有無

連絡帳アプリや電話にて日々の様子の共有
を行っていきます。ご家族を対象とした交流
会や勉強会を企画していきます。

担当者会議に参加したり、必要に応じて移行
先への情報提供を行っていきます。

認知・行動

支援内容

本
人
支
援

健康・生活

集団遊びやグループ活動・SST（ソーシャルスキルトレーニング）を通して、他者と生活していくために必要なスキル（協調性や
ルール理解など）を身につける機会を作り、必要に応じて助言を行います。また、外部でのイベントを通して、社会に出る体験学
習を行います。お子さんの自己選択・自己決定する力を身につけられるように、促していきます。

言語
コミュニケーション

人間関係・社会性

安全面に配慮しながら、屋内外で運動遊びが出来る環境を整えていきます。スポーツを通して様々な動きを体験し、楽しく身体
の使い方が学べるよう支援を行います。

時間の概念を理解し、見通しを持った行動が出来るよう支援を行います。時計を用いて活動終了時刻を伝え、定期的に時計を確認する習慣作
りを行います。お子さんの特性に応じて、タイマーを用いたり時計を視覚的に見やすくする支援を行います。また、宿題や学習等のサポートも
行います。その他、不適切な行動が見られたときには、行動の分析のうえで適切な言動に転換していけるように個別対応をしていきます。

自分の気持ちを適切に他者に伝えられるよう支援を行います。お子さんの特性に応じて、絵カードやジェスチャーといったコ
ミュニケーション手段を活用したり、お友だちとのコミュニケーションで困った時は、必要に応じて助言を行います。

家族支援

地域支援・地域連携
社内研修に加え、外部研修への参加を奨励。
日々のスタッフミーティングでお子さんに関す
る情報を共有し、支援方針を検討します。

担当者会議に参加し、お子さんの通っている
学校や他事業所などと情報共有を行い連携
を図ります。

職員の質の向上

移行支援

土曜日・長期休暇時にイベントを開催。（調理・製作・スポーツ教室・季節の催し・公共施設への外出）・避難訓練・職業体験


